
 

 (１) 

                              

    

「
請
願
な
ん
て
初
め
て
」
と
い

う
小
さ
い
子
ど
も
を
連
れ
た
お
母

さ
ん
が
、
自
分
達
で
書
き
上
げ
た

請
願
書
を
手
に
、
地
域
の
病
院
や

自
治
会
、
ピ
ア
ノ
教
室
な
ど
を
一

軒
一
軒
回
り
、
署
名
集
め
を
行
い

ま
し
た
。
夏
休
み
、
帰
省
期
間
で

も
あ
り
ま
し
た
が
、
た
く
さ
ん
の

お
母
さ
ん
や
市
民
が
動
き
、
約
一

カ
月
で
９
１
５
７
筆
を
集
め
、
９

月
議
会
に
提
出
し
た
請
願
は
継
続

審
議
中
で
す
。 

＊ 
 
 
 

＊ 

『
放
射
能
汚
染
か
ら
子
ど
も
を

守
ろ
う
＠
つ
く
ば
』
は
、
つ
く
ば
・

市
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
務
所
に
問

い
合
わ
せ
を
く
だ
さ
っ
た
お
母
さ

ん
達
が
集
ま
り
、
放
射
能
に
つ
い

て
の
不
安
を
分
か
ち
あ
い
た
い
、

話
し
た
い
、
情
報
共
有
し
た
い
、

と
い
う
思
い
を
き
っ
か
け
に
立
ち

上
げ
た
、
市
民
の
会
で
す
。 

会
に
は
、
子
育
て
中
の
お
母
さ

ん
や
、
日
中
働
い
て
い
る
人
、
県

外
の
人
、
な
ど
様
々
な
立
場
の
人

達
が
参
加
。
普
段
は
メ
ー
リ
ン
グ 

    

リ
ス
ト
で
頻
繁
に
情
報
共
有
し
、

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
月
に
数
回
行
っ

て
い
ま
す
。
「
メ
ー
ル
で
の
情
報

共
有
は
便
利
だ
が
、
や
は
り
み
ん

な
の
意
見
を
整
理
し
て
ま
と
め
る

作
業
は
会
っ
て
話
さ
な
い
と
」
と
、

顔
を
合
わ
せ
て
話
す
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。 

ブ
ロ
グ
の
開
設
で
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
に
よ
る
輪
も
広
が
り
、
署

名
活
動
で
も
賛
同
す
る
地
域
の
人

と
の
新
た
な
つ
な
が
り
が
で
き
ま

し
た
。
そ
の
つ
な
が
り
が
、
各
地

域
の
学
校
や
保
育
所
・
幼
稚
園
で

の
放
射
能
対
策
活
動
に
実
を
結
び

つ
つ
あ
り
ま
す
。 

          

放
射
能
か
ら
子
ど
も
を
守
れ
る

の
か
、
と
い
う
言
い
よ
う
の
な
い

不
安
。
「
行
政
に
『
お
願
い
』
や

『
苦
情
』
ば
か
り
で
な
い
、
自
分

達
で
で
き
る
こ
と
は
や
り
、
協
働

し
て
い
こ
う
。」「
私
達
が
活
動
し

声
を
上
げ
て
い
く
こ
と
が
、
福
島

で
声
を
あ
げ
に
く
い
人
達
の
支
援

に
も
な
る
は
ず
。
」
と
市
や
国
に

も
働
き
か
け
て
い
ま
す
。 

つ
く
ば
・
市
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

は
、
そ
ん
な
お
母
さ
ん
達
と
共
に
、

安
心
し
て
子
育
て
で
き
る
つ
く
ば

を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。（
請
願
審

査
の
詳
細
は
議
会
速
報
を
ご
覧
く
だ
さ
い
） 
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●議員はローテーション ●議員報酬は市民の活動費 ●選挙はすべて手作りで

8月25日「放射能汚染から子どもを守ろう＠
つくば」は市議会議長へ請願署名を提出 

１０月２４日（月）１０～１２時 並木交流センター

１０月２５日（火）１０～１２時 竹園交流センター

１１月 ２日（水）１０～１２時 ふれあいプラザ

１１月 ８日（火）１４～１６時 春日交流センター

１１月１０日（木）１０～１２時 松代交流センター

  
 
「原発はできれば無くしたい」との声が高まる一方

で、「原発なしでエネルギーは足りるのか」との声も

あり、政府の方針が揺れている。「日本の将来を左右

する重要な問題だから、政治家だけに任せず国民投票

で決めよう」と、全国レベルの市民グループ「みんな

で決めよう『原発』国民投票」が立ち上がった。 

市民ネットでは事務局長の今井一氏を招き、学習会

を開催した。「選挙は自分たちに代わって大事なこと

を決める“人”を選ぶが、国民投票は自分たちで“事

柄”について決める。」「過去４０１件の住民投票で

は、住民投票することになって初めて徹底的な情報公

開と議論が行われることが実証されている。」と力強

く語られた。 

有権者の１％である 111 万人の署名を集め、国民

投票法の成立を国会に求めよう！（署名用紙はＨＰに）

議会の報告、身近な問題に
ついて話し合います。どなた
でもお気軽にお越し下さい。



                              

つ
く
ば
市
の
自
治
体
運
営
に

関
す
る
基
本
理
念
や
基
本
原
則

を
定
め
る
「
自
治
基
本
条
例
」

作
り
は
、
Ｈ
20
の
市
長
選
挙
で

現
市
長
が
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
に
掲

げ
た
こ
と
に
よ
っ
て
始
ま
り
ま

し
た
。 

そ
の
後
市
長
の
施
政
方
針
、

総
合
計
画
後
期
基
本
計
画
に
明

記
さ
れ
、
Ｈ
22
の
キ
ッ
ク
オ
フ

イ
ベ
ン
ト
に
始
ま
り
、
多
く
の

市
民
の
参
加
を
目
指
し
て
条
例

作
り
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

   

し
か
し
条
例
作
り
が
始
ま

っ
て
１
年
半
余
、
市
民
ワ
ー
キ

ン
グ
チ
ー
ム
が
23
回
の
会
議

を
重
ね
、
延
べ
３
０
０
人
参
加

の
市
民
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
行

わ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
「
自
治

基
本
条
例
」
は
ま
だ
ま
だ
市
民

へ
知
ら
れ
て
い
な
い
状
況
で
す
。 

今
回
の
一
般
質
問
で
は
、
来

年
11
月
ま
で
の
任
期
中
に
マ
ニ

フ
ェ
ス
ト
に
掲
げ
た
自
治
基
本

条
例
を
制
定
し
よ
う
と
い
う
考

え
が
あ
る
の
か
、
そ
の
た
め
に

ど
の
よ
う
な
意
気
込
み
が
あ
る

の
か
を
市
長
に
聞
き
ま
し
た
。 

市
長
は
「
市
民
は
本
当
に
関

心
が
無
い
な
と
、
こ
の
自
治
基

本
条
例
に
。
市
民
の
方
た
ち
は

始
め
か
ら
自
治
基
本
条
例
あ
り

き
で
は
な
く
て
、
何
の
た
め
に

作
る
ん
だ
と
か
、
作
っ
た
後
に

ど
う
い
う
風
に
変
わ
る
ん
だ
と

か
、
そ
う
い
う
基
本
的
な
考
え

方
が
ち
ょ
っ
と
抜
け
て
足
り
な

か
っ
た
ん
だ
と
、
私
は
非
常
に

実
感
し
た
。
私
の
任
期
で
あ
る

と
か
選
挙
に
関
わ
ら
ず
、
市
民

の
み
な
さ
ん
に
こ
の
必
要
性
で

あ
る
と
か
、
効
果
で
あ
る
と
か

こ
う
い
う
も
の
を
し
っ
か
り
説

明
し
な
が
ら
考
え
な
が
ら
作
っ

て
い
き
た
い
。」
と
答
弁
。 

こ
の
よ
う
に
市
長
は
説
明
不

足
を
実
感
し
て
い
る
な
ら
ば
、

毎
月
開
催
さ
れ
る
地
区
別
懇
談

会
の
機
会
や
広
報
誌
、
記
者
会

見
な
ど
メ
デ
ィ
ア
を
駆
使
し
、

市
民
に
向
か
っ
て
あ
ら
ゆ
る
機

会
に
あ
ら
ゆ
る
手
段
を
使
っ
て
、 

マ
ニ
フ
ェ
ス 

ト
に
掲
げ
た 

市
長
の
考
え 

や
自
治
基
本 

条
例
の
必
要 

                  

性
、
効
果
を
充
分
説
明
し
て
い

た
だ
き
た
い
。
そ
れ
が
提
案
者

と
し
て
の
市
長
の
責
任
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。 

   

自
治
基
本
条
例
は
、
目
的
や

必
要
性
が
市
民
に
共
有
さ
れ
て

こ
そ
生
き
た
条
例
と
な
り
ま
す
。

現
在
市
民
ワ
ー
キ
ン
グ
チ
ー
ム

が
骨
子
案
づ
く
り
を
進
め
、
そ 

                  

れ
を
た
た
き
台
に
市
民
が
意
見

交
換
す
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
も

計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。 

つ
く
ば
・
市
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
で
は
、
誰
で
も
参
加
で
き
る

場
と
し
て
「
自
治
基
本
条
例
を

考
え
る
市
民
の
会
」
を
立
ち
上

げ
、
つ
く
ば
に
必
要
な
自
治
の

ル
ー
ル
に
つ
い
て
話
し
合
い
を

進
め
て
い
ま
す
。
と
も
に
「
つ

く
ば
の
未
来
」
に
つ
い
て
語
り

合
い
ま
し
ょ
う
。 

永
なが

井
い

 悦
えつ

子
こ

 の議会報告 
つくば市議会議員 

総務常任委員会 

（２）＜つくば・市民ネットワーク ホームページアドレス＞ http://www.geocities.jp/tsukubahotnet/

一般質問項目 

１．自治基本条例策定 
(進め方と市長の考え) 

 
２．防災対策 
(震災の検証と計画の見直し) 

 
３．風車事業 

(進捗・説明責任) 

 

 

震災で被害を受けた小中11校の体育館は、大穂・茎崎中を残

して復旧工事を完了し、筑波・豊里体育館なども使用可能とな

った。しかし震災復旧工事は耐 

震工事ではないことを周知する 

必要がある。特に約６割の耐震 

改修が行われていない教育施設 

は、二次避難所でもあり、前倒 

しで実施するよう強く要求して 

いく。 

＜使用中止の公共施設＞ 

 

 

 被災した市民ホールやたべ 

谷田部総合体育館 耐震診断後方針決定 

市民ホールつくばね 
ホールのみ耐震補強設計を踏まえて

改修予定 

市民ホールやたべ 耐震診断後検討 

市民ホールとよさと 耐震診断後検討 

吉沼地域交流センター 取り壊し後再建検討 

茎崎憩いの家 閉鎖 地盤調査を予定 



                              

４
月
か
ら
つ
く
バ
ス
は
通
勤

や
通
学
に
便
利
な
よ
う
に
、
各

地
区
か
ら
つ
く
ば
駅
へ
、
あ
る

い
は
研
究
学
園
駅
へ
シ
ャ
ト
ル

運
行
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

地
区
内
を
回
ら
な
く
な
っ
た
分

だ
け
早
く
到
着
し
ま
す
。
代
わ

り
に
地
区
内
を
つ
く
タ
ク
、
い

わ
ゆ
る
乗
り
合
い
タ
ク
シ
ー
が

回
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ

れ
は
登
録
す
れ
ば
自
宅
ま
で
き

て
く
れ
ま
す
。 

   

し
か
し
、
５
ヶ
月
余
り
を
経

て
、
利
用
し
た
人
か
ら
問
題
点

が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
つ
く

バ
ス
で
は
、
バ
ス
停
が
減
ら
さ

れ
た
た
め
に
家
か
ら
遠
い
停
留

所
を
利
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

く
な
り
、
し
か
も
夜
は
人
通
り

が
少
な
く
な
る
よ
う
な
場
所
で

は
怖
く
て
使
い
に
く
い
、
バ
ス

停
に
日
差
し
や
雨
を
避
け
る
屋

根
や
ベ
ン
チ
が
ほ
し
い
等
。 

 

ま
た
、
つ
く
タ
ク
で
は
予
約

が
し
に
く
い
、
電
動
車
い
す
対

応
の
車
両
が
な
い
、
朝
９
時
か

ら
夕
方
５
時
ま
で
し
か
使
え
な

い
、
利
用
券
の
購
入
が
自
宅
近

く
で
で
き
な
い
の
で
不
便
、
予

約
が
多
い
と
断
ら
れ
る
な
ど
不

具
合
が
た
く
さ
ん
見
つ
か
り
ま

し
た
。 

特
に
問
題
な
の
は
、
本
来
連

携
し
て
使
う
は
ず
の
つ
く
タ
ク

と
つ
く
バ
ス
の
乗
継
ぎ
が
非
常

に
困
難
だ
っ
た
と
い
う
点
で
す
。 

速
達
性
を
重
視
し
て
利
用
し

や
す
く
し
た
つ
も
り
が
、
か
え

っ
て
不
便
に
な
っ
て
い
る
と
も

見
受
け
ら
れ
ま
す
。 

こ
れ
ら
の
問
題
は
、
担
当
課

で
ま
と
め
ら
れ
、
公
共
交
通
活 

               

       

性
化
協
議
会
で
検
討
さ
れ
ま
し

た
。
10
月
か
ら
は
つ
く
バ
ス
の

バ
ス
停
が
全
体
で
12
箇
所
増
え

る
こ
と
が
決
ま
り
、
予
約
が
多

く
て
受
け
き
れ
な
か
っ
た
谷
田

部
地
区
の
つ
く
タ
ク
は
車
両
が

１
台
、
他
の
地
区
か
ら
回
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

               

   

こ
の
よ
う
に
、
利
用
し
て
み

て
気
が
つ
い
た
こ
と
を
地
域
の

声
と
し
て
ま
と
め
て
提
案
す
る

こ
と
が
、
つ
く
バ
ス
、
つ
く
タ

ク
を
身
近
に
す
る
近
道
で
す
。

そ
し
て
行
政
に
は
そ
の
検
討
過

程
が
市
民
に
見
え
る
よ
う
に
し

て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。 

も
っ
と
便
利
に
、
も
っ
と
身

近
に
す
る
た
め
に
、
ま
ず
は
使

っ
て
、
気
づ
い
た
こ
と
を
発
信

し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。 

瀬
せ

戸
と

 裕
ゆ

美
み

子
こ

 の議会報告

＜連絡先＞ つくば・市民ネットワーク Tel＆Fax：029-859-0264 E-mail：tsukubahotnet@ybb.ne.jp （３） 

つくば市議会議員 
環境経済常任委員会 

一般質問項目 

１．地域交流センター 
  （意見交換会など） 

 
２．公共交通 
  （利用課題など） 

 
３．放射線対策 
  （対策室、除染など） 

 

 

 

 

 

４月に公民館が「地域交流センター」に衣替え

し、７月から８月にかけて利用団体意見交換会が

開かれた。テーマは、①センター利用について

②地域課題 ③利用者協議会の設立の３つ。しか

し開催通知があったのは登録団体のみで、それ以外

の利用者や団体には知らされていなかった。 

公民館を「地域交流センター」に変えた背景のひ

とつには、地域の課題を地域住民が解決していく

ための一助を担うという役目があると“地域交流

センター基本計画”には表されている。それなら

ば、意見交換会に区会や自治会、子ども会、老人

会などにも声をかけるのがスジではないか。 

今後も意見交換会は、年１度の頻度で行う予定と

担当課。しかし、今のままでは苦情処理だけで終わ

ってしまうのではないかと疑問が残る。今回集約さ

れた意見は、所長会議を経て庁内で検討するとのこ

とだが、内部で検討し処理するのではなく、利用者

も含め解決策を話し合うこと

こそが地域課題解決に重要で

はないか。智恵を寄せ合うな

かから、地域交流も生まれ、

課題の解決や、協議の芽が育

つのではないだろうか。 



 

 

つくば市の運行するコミュニティ交通は、今年

4 月からつくバス（6 路線のシャトルバス）とつく

タク（予約式の乗り合いタクシー）に変わりました。

そこで、つくば･市民ネットワークでは今回の変

更が市民の足にどのように影響しているか調査し、

よりよい交通網への改善提案を行なうため、ネット

通信27号にて紙上アンケートを実施しました。メー

ルやファックス、郵送で市民120人から回答があり、

回答者は60～70代、特に谷田部地区の人が多いとい

う傾向がみられました（詳細は市民ネットＨＰ）。

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

市民ネットでは、このアンケート結果を元に、団

地内バス停の復活、谷田部エリアのつくバス路線新

設、つくタクの利便性向上などを公共交通活性化協

議会へ提案しました。各自治会や市民からも沢山の

要望があり、10月からバス停12箇所（東光台・今鹿

島・森の里団地入り口・弁天前・茎崎みなみ郵便局

など）が復活・新設されることになりました。 

しかし、団地から遠い路線の修正や、バス停への

椅子・駐輪場付設、バリアフリー化などまだまだ課

題は山積みです。公共交通を生活の足としている市

民同士が話し合って決められるよう、検討方法から

の見直しを含め、提案していきます。 

（４）

つくば・市民ネットワークの主な活動報告 
7/ 6、7/15、8/1、8/23、9/6、9/20、10/5 
  自治基本条例市民ワーキングチーム会議傍聴 

7/12、8/24、9/29 
  つくば環境フェスティバル実行委員会出席 

 7/15 議員研修会「放射線の健康への影響」（瀬戸、永井）

  22、29 地域交流センター意見交換会参加 
25、26 2011 夏期学校給食学習会参加 
30、31 市民と議員の条例づくり交流会議参加 

7/25、7/26、8/1、8/4 議員と話そう会開催 
 8/ 2 遺伝子組換え作物展示栽培見学会出席 
   10 つくば市自治基本条例、市民ワーキングチーム・

職員ワーキングチーム・議会合同勉強会出席 
  18 公共交通活性化協議会出席 
 26 生ごみリサイクル交流会 2011 参加 

8/31～9/16 ９月定例市議会 
 9/11 脱原発広瀬隆講演会＆アクションパレード参加 
 19 さようなら原発 1000 万人アクション参加 

 27 「市民と議員の条例づくり交流会議 2011」 

  報告会＆意見交換会開催 

 10/4 「『原発』国民投票」学習会開催 
 
※自治基本条例を考える市民の会、放射能汚染から子ども

を守ろう＠つくば、脱原発ネットワーク茨城の定例会へ
も参加しています。 

※テーマごとの部会活動の他、放射線関連の各種学習会・
シンポジウム・学習会・委員会・審議会等へも多数参加
傍聴しています（詳細は HP をご覧ください） 

9 月 13 日。数多くの方々の思いが詰まった「子ど

も達を放射線から守る対策を求める請願」の結果を

見届けたく、初めてつくば市の環境経済委員会を傍

聴しました。請願内容で議論の焦点となったのは、

やはり給食の食材。地元産野菜の安全性に絡み、「汚

染された地域」の「汚染」という言葉の表記や数値

について意見が分かれました。「お母さん達の心配

もわかるがもっと勉強（？？）して…」との発言が

あるかと思えば、同じく生産者の議員から「そうは

いっても（原発事故は）、その影響がいつまで続く

かわからない重大問題」とのコメントも。  

結果は継続審議。議員に腑に落ちる形での補足説

明が必要となりました。  

今回初めて傍聴し痛感したのは、とにかく｢自分達

（市民）が動かなくては何も始まらない」。どの議

員も共通して口にしていたのは9000筆を超える署

名の重みです。あるいは傍聴席から議員へ、レーザ

ービームのような視線を送るだけでも「この問題を

ないがしろにはできない」というメッセージにはな

るはず。自分達の暮らしや安全を守れるのか、見届

けるためにも一度は傍聴をお勧めします。（トロル)

市へ政策提案を提出！ 
市民ネットでは、毎年予算編成時期に合わせて市へ政

策提案を行っています。暮らしの中の様々な問題や皆

さんから寄せられた情報意見をテーマごとの部会で

検討し、9/30に提案しました。（内容は市民ネット

のＨＰをご覧ください）。皆さんの声や参加がよりよ

いまちづくりにつながります。市民ネットの活動へ

ぜひご参加ください。 

バス停が遠くなった：36 人

路線が減った：19 人 

予約が取れない：15 人 

時間が読めない：13 人 

予約が面倒：11 人 

●つくバス 

●つくタク 

●使った感想 


